
自然のだいご味を肌で感じる 
 

　秋晴れの10月17日、豊かな自然と共生する地域づ

くりを目的に活動する「ＮＰＯ法人志摩フィールドキャ

ンパス21」が、阿児町の水田で運動会を開催しました。 

  この運動会は、昨年に引き続き２回目で、参加した

約130人の親子は20　競走や綱引き、フォークダンス

などの競技に参加しました。 

　参加者は、ぬかるみに足を取られ転んだリ、滑った

りと泥んこになりながら、自然のだいご味を肌で感じ

ている様子でした。 
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お弁当持って 
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便
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に
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標
高
２
０
３

の
横
山
。
展
望
台
か

ら
は
、
日
本
有
数
の
リ
ア
ス
式
海
岸
を
形

成
す
る
英
虞
湾
を
一
望
で
き
ま
す
。
青
い

海
と
空
、
緑
の
木
々
。
そ
の
中
の
波
静
か

な
入
り
江
に
、
真
珠
い
か
だ
の
か
す
り
模

様
が
映
え
、
訪
れ
た
人
の
心
を
い
や
し
て

く
れ
ま
す
。

ま
た
、
人
と
自
然
の
ふ
れ
あ
い
を
つ
く

る
「
創
造
の
森
横
山
」
も
整
備
さ
れ
、
季

節
の
移
ろ
い
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き

る
自
然
豊
か
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

こ
の
ほ
ど
改
良
を
進
め
て
き
た
国
道
１

６
７
号
線
と
横
山
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
を

結
ぶ
町
道
横
山
線
が
完
成
し
ま
し
た
。
旧

町
道
は
、
道
幅
４
〜
５

ほ
ど
で
カ
ー

ブ
が
多
く
、
大
型
バ
ス
の
通
行
が
困
難
で

メ
ー
ト
ル

メ
ー

ト
ル

し
た
が
、
新
道
は
総
延
長
１
８
６
５

で
、
車
道
は
幅
６

と
広
く
な
り
、
幅

３
・
５

の
歩
道
も
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

横
山
展
望
台
で
英
虞
湾
の
絶
景
を
眺
め

な
が
ら
お
弁
当
を
食
べ
て
、
帰
り
に
は
横

山
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
で
自
然
体
験
教
室

な
ど
に
参
加
し
て
、
自
然
と
触
れ
合
う
の

も
楽
し
い
で
し
ょ
う
。

メ
ー
ト
ル

メ
ー
ト
ル

メ
ー
ト
ル
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阿
児
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図
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月
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志
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に
は

国
立
公
園
に
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す
る
志
摩
市
内
に
は
、

風
光
明
美
な
景
勝
地
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
そ
れ
は
ま
さ
し
く
志
摩
の

風
光
明
美
な
景
勝
地
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
そ
れ
は
ま
さ
し
く
志
摩
の
観
光
資
源
・
地
元
の
宝
で
も
あ
り
ま

観
光
資
源
・
地
元
の
宝
で
も
あ
り
ま
す
。
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シ
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な
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11
月
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さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ
の
続
く
行
楽
シ
ー
ズ
ン
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
５
町
が
一
つ
と
な
っ

て
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
た
志
摩
の
宝
と
出
会
い
に
、
お
弁
当
を
持
っ
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出
か
け
ま
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ん
か
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横山の第１展望台までは、バリアフリーのためのスロープが完備されています
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大
王
町
・
地
図
D
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大
王
町
に
は
、
灯
台
や
石
垣
、
と
も

や
ま
の
夕
景
な
ど
、
絵
に
な
る
景
勝
地

が
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
も
知
る

人
ぞ
知
る
ス
ポ
ッ
ト
は
崎
山
公
園
で
す
。

崎
山
公
園
は
、
大
王
埼
灯
台
の
北
に

あ
る
見
晴
ら
し
の
い
い
広
場
で
、
岸
壁

に
立
つ
と
、
足
元
か
ら
海
鳴
り
が
わ
き

上
が
っ
て
来
る
の
を
実
感
で
き
ま
す
。

こ
こ
か
ら
は
志
摩
半
島
の
東
岸
や
渥
美

半
島
、
知
多
半
島
、
神
島
な
ど
を
見
渡
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
の
昔
、
三
島
由
紀
夫
氏
は
こ
の
地
で

「
潮
騒
」の
舞
台
・
神
島
の
話
を
古
老
か
ら

聞
き
、
小
説
に
し
た
と
言
わ
れ
て
お
り
、

こ
こ
か
ら
見
る
風
景
は
多
く
の
作
家
の
心

を
く
す
ぐ
っ
た
よ
う
で
す
。

す
ぐ
近
く
に
は
「
わ
ら
じ
祭
」
の
舞
台

と
な
る
波
切
神
社
や
ふ
も
と
に
は
九
鬼
氏

の
五
輪
塔
を
ま
つ
る
仙
遊
寺
も
あ
り
ま

す
。波

の
音
を
Ｂ
Ｇ
Ｍ
に
、
あ
な
た
だ
け
の

ゆ
と
り
の
時
間
を
堪
能
し
ま
し
ょ
う
。

浜
島
と
南
張
の
間
に
あ
る
旧
国
道
の
岩

壁
に
突
き
出
た
磯
笛
岬
は
、
見
渡
す
限
り

美
し
い
太
平
洋
が
広
が
る
絶
景
ポ
イ
ン
ト

で
、
海
女
と
漁
師
の
悲
恋
が
残
る
岬
と
し

て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

な
か
で
も
こ
こ
か
ら
眺
め
る
真
っ
赤
な

夕
陽
が
特
に
美
し
く
、「
日
本
の
夕
陽
百

選
」
に
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
敷
地
内
に
は
、
バ
ッ
ク
に
広
が

る
空
と
海
の
青
に
き
わ
だ
つ
白
亜
色
の

「
ツ
バ
ス
の
鐘
」
が
あ
り
、
ロ
マ
ン
テ
ィ

ッ
ク
な
展
望
台
で
若
い
カ
ッ
プ
ル
に
も
人

気
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
昔
、
若
い
海
女
と
青
年
漁
師
が

恋
に
落
ち
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
海
女
は
磯
笛
岬
の

眼
下
に
広
が
る
海
で
、
作
業
中
に
深
く

潜
っ
た
ま
ま
帰
ら
ぬ
人
と
な
っ
て
し
ま

っ
た
の
で
す
。
悲
し
み
に
暮
れ
た
青
年

は
、
恋
人
を
慕
い
、
来
る
日
も
来
る
日

も
こ
の
海
を
訪
れ
ま
し
た
。
し
ば
ら
く

す
る
と
、
磯
笛
岬
か
ら
は
海
女
が
海
か

ら
出
て
息
を
つ
く
「
磯
笛
」
が
聞
こ
え

る
よ
う
に
な
っ
た
と
言
い
ま
す
・
・
。

美
し
く
も
悲
し
い
物
語
と
し
て
言
い

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
浜
島
町
・
地
図
A
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４
）

磯
笛
岬

磯
笛
岬 
磯
笛
岬

磯
笛
岬 
磯
笛
岬

磯
笛
岬 
磯
笛
岬 

い

そ

　

ぶ

え

い

そ

　

ぶ

え

 
い

そ

　

ぶ

え

 

若
い
カ
ッ
プ
ル
に
人
気
の
岬

海
女
と
漁
師
の
悲
恋
物
語

近鉄沿線のコスモスが見ごろ
(阿児町・地図Ｃ―３)

鵜方字大谷近鉄沿線ほ場整備田には、農家の
協力を得て空いた水田にコスモスが
植えられています。
コスモスは日本の秋の
風物詩。紅・ピンク・白
の色彩のアンサンブルが
秋風に揺らぐ姿には風情
があり見る人の心を和ま
せてくれます。
11月末ごろまでが見ごろです。皆さん、カメ
ラを持って出かけませんか…。

きれいな芝生の上でお弁当を広げてくつろぎましょう
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金
比
羅
山
は
標
高
99

。
緑
あ
ふ
れ

る
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
が
整
備
さ
れ
、
野

鳥
の
さ
え
ず
り
を
聞
き
な
が
ら
、
快
適
な

緑
陰
散
歩
が
楽
し
め
ま
す
。

山
頂
の
展
望
台
か
ら
は
、
英
虞
湾
や
東

紀
州
の
山
並
み
ま
で
見
渡
せ
る
３
６
０
度

パ
ノ
ラ
マ
の
素
晴
ら
し
い
眺
望
が
広
が
り

ま
す
。
特
に
、
荒
々
し
い
太
平
洋
と
穏
や

か
な
英
虞
湾
の
対
照
的
な
海
の
様
子
を
望

む
こ
と
が
で
き
、
自
然
の
だ
い
ご
味
を
肌

で
感
じ
取
れ
ま
す
。

ま
た
、
山
ろ
く
に
は
弘
法
大
師
が
自
ら

の
爪
で
刻
ん
だ
と
伝
わ
る
不
動
明
王(

絶

対
秘
仏)

を
本
尊
と
す
る
爪
切
不
動
尊
が

木
立
に
包
ま
れ
て
た
た
ず
み
、
海
上
安
全

や
大
漁
満
足
を
願
う
漁
師
ら
の
信
仰
を
集

め
て
い
ま
す
。

和
合
山
の
中
腹
に
そ
び
え
立
つ
大
き
な

一
枚
岩
。「
聞
き
場
」
に
立
つ
と
50

ほ

ど
離
れ
た
「
語
り
場
」
の
話
し
声
や
手
拍

子
が
巨
岩
に
こ
だ
ま
し
、
あ
た
か
も
岩
が

話
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
聞
こ
え
る
と
い

メ
ー
ト
ル

メ
ー
ト
ル
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０
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神
々
し
い
木
立
の
中
の
静
寂
な
場
所
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う
不
思
議
な
空
間
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
岩
の
上
に
あ
る
展
望
台
か
ら
は

太
平
洋
を
バ
ッ
ク
に
田
園
風
景
が
広
が
る

様
子
が
一
望
で
き
、
す
が
す
が
し
い
気
持

ち
に
な
り
ま
す
。

志
摩
方
面
か
ら
伊
勢
に
向
か
い
、
伊
勢

道
路
志
摩
路
ト
ン
ネ
ル
ま
で
の
登
り
坂
に

差
し
掛
か
る
と
、
左
手
に
鳥
居
が
見
え
て

き
ま
す
。

こ
の
鳥
居
を
く
ぐ
り
、
細
い
山
道
を
し

ば
ら
く
走
る
と
駐
車
場
が
あ
り
ま
す
。
鳥

の
さ
え
ず
り
や
、
水
の
流
れ
る
音
を
聞
き
、

お
い
し
い
空
気
を
吸
い
な
が
ら
、
さ
ら
に

神
々
し
い
木
立
の
中
を
抜
け
て
歩
い
て
行

く
と
天
の
岩
戸
に
到
着
し
ま
す
。

伊
勢
神
宮
林
の
傍
ら
に
あ
る
天
の
岩
戸

は
、
天
照
大
神

あ
ま
て
ら
す
お
お
み
か
み

が
隠
れ
住
ま
わ
れ
た
と
伝

え
ら
れ
る
伝
説
の
場
所
で
、
神
秘
的
な
雰

囲
気
が
漂
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
か
ら
わ
き
出
る
岩
清
水
は
環
境
省

選
定
の
「
名
水
百
選
」
に
選
ば
れ
て
お
り
、

五
体
の
悪
気
を
払
う
と
も
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
近
く
に
は
雨
乞
い
に
ご
利
益

が
あ
る
と
い
う
水
神
が
ま
つ
ら
れ
て
い
ま

す
。天

の
岩
戸
に
は
風
穴
が
あ
り
、
そ
の
前

に
立
つ
と
涼
風
が
気
持
ち
よ
く
、
い
つ
ま

で
も
離
れ
が
た
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

昭
和
２
年
に
建
て
ら
れ
た
大
王
埼
の
先

端
に
そ
び
え
る
灯
台
。
今
年
の
３
月
ま
で

三
重
・
愛
知
県
沿
岸
で
は
た
だ
一
つ
灯
台

（
磯
部
町
・
地
図
B
ー
２
）

お
う
む
岩

お
う
む
岩 

お
う
む
岩

お
う
む
岩 

お
う
む
岩

お
う
む
岩 

お
う
む
岩 

話
し
声
が
こ
だ
ま
す
る
不
思
議
な
空
間

（
大
王
町
・
地
図
D
ー
４
）

大
王
埼
灯
台

大
王
埼
灯
台 

大
王
埼
灯
台

大
王
埼
灯
台 

大
王
埼
灯
台

大
王
埼
灯
台 

大
王
埼
灯
台 

だ

い

お

う

ざ

き

だ

い

お

う

ざ

き

 

だ

い

お

う

ざ

き

 

参
観
灯
台
が
２
つ
あ
る
の
は
全
国
で
志
摩
市
だ
け
！

ハイキングコースを歩いてパノラマの眺望を楽しもう

岩清水をくみに来る人も多い天の岩戸岩清水をくみに来る人も多い天の岩戸岩清水をくみに来る人も多い天の岩戸岩清水をくみに来る人も多い天の岩戸岩清水をくみに来る人も多い天の岩戸岩清水をくみに来る人も多い天の岩戸岩清水をくみに来る人も多い天の岩戸岩清水をくみに来る人も多い天の岩戸岩清水をくみに来る人も多い天の岩戸岩清水をくみに来る人も多い天の岩戸岩清水をくみに来る人も多い天の岩戸岩清水をくみに来る人も多い天の岩戸岩清水をくみに来る人も多い天の岩戸岩清水をくみに来る人も多い天の岩戸岩清水をくみに来る人も多い天の岩戸岩清水をくみに来る人も多い天の岩戸岩清水をくみに来る人も多い天の岩戸

話し声がこだまするのを
体験されてはいかが…

話し声がこだまするのを
体験されてはいかが…

話し声がこだまするのを
体験されてはいかが…

話し声がこだまするのを
体験されてはいかが…

話し声がこだまするのを
体験されてはいかが…

話し声がこだまするのを
体験されてはいかが…

話し声がこだまするのを
体験されてはいかが…

話し声がこだまするのを
体験されてはいかが…

話し声がこだまするのを
体験されてはいかが…

話し声がこだまするのを
体験されてはいかが…

話し声がこだまするのを
体験されてはいかが…

話し声がこだまするのを
体験されてはいかが…

話し声がこだまするのを
体験されてはいかが…

話し声がこだまするのを
体験されてはいかが…

話し声がこだまするのを
体験されてはいかが…

話し声がこだまするのを
体験されてはいかが…

話し声がこだまするのを
体験されてはいかが…
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守
が
常
駐
し
、
海
の
安
全
を
守
っ
て
い
ま

し
た
が
、
４
月
か
ら
気
象
観
測
が
す
べ
て

自
動
化
さ
れ
ま
し
た
。

ど
こ
ま
で
も
続
く
青
い
海
に
、
白
亜
の

灯
台
が
ま
ぶ
し
く
生
え
る
姿
は
非
常
に
美

し
く
、
多
く
の
絵
か
き
た
ち
が
こ
の
場
所

を
訪
れ
ま
す
。

映
画
「
喜
び
も
悲
し
み
も
幾
年
月
」
の

舞
台
に
な
っ
た
安
乗
埼
灯
台
は
、
江
戸
時

代
の
灯
明
台
か
ら
始
ま
り
、
明
治
６
年
に

八
角
形
の
灯
台
、
昭
和
23
年
に
は
現
在
の

四
角
い
灯
台
に
建
て
替
え
ら
れ
、
点
灯
を

初
め
て
か
ら
１
３
０
年
、
沖
を
行
き
交
う

船
の
安
全
を
守
り
続
け
て
い
ま
す
。

今
年
４
月
に
全
国
で
14
番
目
の
参
観
灯

台
と
な
り
、
大
王
埼
灯
台
と
と
も
に
一
般

開
放
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
阿
児
町
・
地
図
D
ー
２
）

安
乗
埼
灯
台

安
乗
埼
灯
台

安
乗
埼
灯
台

安
乗
埼
灯
台

安
乗
埼
灯
台

安
乗
埼
灯
台 

安
乗
埼
灯
台 

あ

の

り

ざ

き

あ

の

り

ざ

き

 

あ

の

り

ざ

き

 

� � � �

�

�

�

�

�

天の岩戸 

 

伊勢志摩国立公園 

 

天の岩戸 

伊雑宮 

道の駅 
「伊勢志摩」 
伊勢志摩ゆりパーク 

おうむ岩 おうむ岩 

磯部ふれあい公園 

磯部郷土資料館 

的矢湾大橋 
渡鹿野園地 

わたかの 
パールビーチ 

堂の山汗かき地蔵 

伊勢志摩カントリークラブ 

安乗岬園地 

安乗埼灯台 安乗埼灯台 
安乗埼灯台資料館 

安乗神社 
大日堂 

休憩舎 

志摩国分寺 

志摩スペイン村 
パルケエスパーニャ 

国府白浜 

志摩パークゴルフ場 

阿児の松原海水浴場 

 大王埼灯台  大王埼灯台 
 八幡さん公園 

崎山公園 崎山公園 

波切神社 

薬師堂 
宇気比神社 

次郎六郎海水浴場 

ともやま公園キャンプ村 

ともやま公園 
間崎小公園 

志摩パールブリッジ 

ともやまビジターセンター 

片田稲荷 

ともやま公園多目的 
屋内運動場 

麦崎灯台 

志摩総合スポ－ツ公園 

志摩オートキャンプ場 

金比羅山 金比羅山 
志摩丸山橋 

長田橋 

長田橋小公園 

広の浜 

あづり浜 

石仏 
爪切不動尊 爪切不動尊 

ふれあい公園 

志摩マリンランド 
賢島スポーツガーデン 

合歓の郷 

西山慕情ヶ丘 

横山展望台 横山展望台 

賢島カンツリー 
クラブ 

浜島カンツリークラブ 

阿児アリーナ 

「創造の森」横山 
　横山ビジターセンター 

「創造の森」横山 
　横山ビジターセンター 

浜島ふるさと公園 

伊勢えびモニュメント 温泉スタンド 

合歓の郷 
ゴルフクラブ 

賢島大橋 賢島フィッシング 
センター 

磯笛岬 磯笛岬 鼻かけえびす像 
伊勢えび大王像 

夢海道チップアート 

海ほおずき 

浜島B＆G 
海洋センター 

矢取島 

黒潮シーサイドウェイ 
南張海浜公園 

南張海浜公園 
キャンプ場 

浜島海浜公園 
ビン玉ロード 

御座白浜海水浴場 

市後の浜 

（ハイキングコース） 

コ
ス
モ
ス
畑

コ
ス
モ
ス
畑 

コ
ス
モ
ス
畑 

鎧埼灯台 

渡鹿野島 

和具大島 

 
的矢湾 
 

的矢湾 

英虞湾 英虞湾 

うがた 

かしこじま 

しまいそべ 

浜 島  

磯 部  

志 摩  

阿 児  

大 王  

鳥 羽 市  
 

パ
ー
ル
ロ
ー
ド 

 

パ
ー
ル
ロ
ー
ド 

的矢湾めぐり 的矢湾めぐり 

英虞湾めぐり 英虞湾めぐり 

JR線 
 
近鉄線 
 
高速道路 

有料道路 
 
主要道 
 

伊 勢 市  

志 摩 市  
SH I M A  C I T Y

ISOBE

HAMAJIMA

AGO

DAIOH

SHIMA

167

260

260
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保
育
所
入
所
児
募
集

保
育
所
入
所
児
募
集 
保
育
所
入
所
児
募
集

保
育
所
入
所
児
募
集 
保
育
所
入
所
児
募
集

保
育
所
入
所
児
募
集 
保
育
所
入
所
児
募
集 

入
所
基
準

保
育
所
は
児
童
福
祉
施
設
で
す
。
保

護
者
か
ら
委
託
を
受
け
て
、
保
育
に
欠

け
る
乳
幼
児
を
保
育
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
入
所
に
は
、
市
内
に

住
所
の
あ
る
乳
幼
児
で
あ
る
こ
と
の
ほ

か
、
保
護
者
が
次
の
い
ず
れ
か
の
要
件

を
満
た
し
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

●
昼
間
、
家
庭
内
で
家
事
以
外
の
仕
事
を

し
て
い
る
か
家
庭
外
で
働
い
て
い
る

●
妊
娠
中
か
出
産
後
間
が
な
い

●
病
気
に
か
か
っ
て
い
る
か
、
負
傷
し

て
い
る
。
ま
た
は
障
害
が
あ
る

●
同
居
の
親
族
を
常
時
介
護
し
て
い
る

●
地
震
や
火
災
な
ど
の
災
害
復
旧
に
あ

た
っ
て
い
る

保

育

料

保
育
料
は
平
成
16
年
度
中
の
保
護
者

の
所
得
税
や
住
民
税
な
ど
に
よ
り
決
定

平
成
17
年
４
月
か
ら
の
保
育
所
入
所
希
望
者
の
受
付
を
行
い
ま
す
。
希
望
す
る
人

は
次
の
と
お
り
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。し

ま
す（
表
①
）。

募
集
期
間

11
月
１
日(

月)

〜
19
日(

金)

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

申
込
方
法

申
込
用
紙
は
各
保
育
所
と
児
童
福
祉

課
、
各
支
所
福
祉
サ
ー
ビ
ス
課
に
あ
り

ま
す(

志
摩
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す)

。
必
要
書
類(

勤

務
先
の
証
明
書
な
ど)

を
添
え
て
い
ず
れ

か
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
現
在
入
所
し
て
い
る
乳
幼
児
で
、
平

成
17
年
３
月
末
で
入
所
期
限
が
切
れ
る

場
合
や
保
育
所
を
変
更
す
る
場
合
な
ど

も
入
所
申
込
み
が
必
要
で
す
。

基
本
保
育
時
間

８
時
〜
16
時(

月
曜
日
〜
金
曜
日)

８
時
〜
12
時(

土
曜
日)

町名 保 育 所 名  

浜島 

 

大王 

 

 

 

志摩 

 

 

 

 

 

阿児 

 

 

 

 

磯部 

２・３ 

１～４ 

１～４ 

１～５ 

１～４ 

１～３ 

２・３ 

１～５ 

２～５ 

２・３ 

２・３ 

２～４ 

※1歳6か月～５ 

※1歳6か月～５ 

２～５ 

※1歳6か月～５ 

※１～５ 

※１～５ 

※10か月～５ 

90 

90 

90 

90 

90 

60 

90 

80 

45 

60 

100 

110 

70 

45 

120 

80 

60 

90 

120

53－1220 

72－0529 

72－2363 

72－2264 

85－2412 

85－4904 

85－3217 

85－0759 

88－3222 

43－0156 

43－4158 

43－1007 

45－2704 

45－2215 

45－2319 

47－3502 

55－0577 

55－2347 

55－0177

電話番号 
対　象 

満年齢（歳） 

定員 

（人） 

浜 島 保 育 所  

波 切 保 育 所  

船 越 保 育 所  

大王第三保育所  

片 田 保 育 所  

布 施 田 保 育 所  

和 具 保 育 所  

越 賀 保 育 所  

御 座 保 育 所  

鵜 方 保 育 所  

鵜方第二保育所  

神 明 保 育 所  

立 神 保 育 所  

志 島 保 育 所  

甲 賀 保 育 所  

安 乗 保 育 所  

ひのでが丘保育所 

下 之 郷 保 育 所  

ひまわり保育所  

●受け入れは、平成17年４月１日に満１歳に到達している乳幼児とします。
ただし、※印の保育所は、表記の年齢に到達した翌月から入所することができます。
●志摩町の間崎保育所と磯部町の渡鹿野保育所は、現在休所となっています。

● 市内保育所一覧表 ●

船越保育所の子どもたち
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延
長
保
育

家
族
の
状
況
に
よ
り
必
要
な
場
合
は
、

延
長
保
育
が
必
要
と
認
め
ら
れ
た
乳
幼

児
に
限
り
、
７
時
30
分
か
ら
８
時
ま
で

と
16
時
か
ら
18
時(

ひ
ま
わ
り
保
育
所
は

19
時)

ま
で
延
長
し
て
保
育
を
し
ま
す
。

た
だ
し
、
利
用
時
間
に
応
じ
、
延
長

保
育
料(

表
②)

が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
　

詳
し
く
は
、
児
童
福
祉
課(

阿
児
分
庁

舎
内
1
43
・
８
１
３
１)

か
各
保
育
所
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

各月初日の入所児童の属する世帯の階層区分 

階層区分 

第１ 

第２ 

第３ 

第４ 

第５ 

第６ 

第７ 

大王町以外 

3歳未満児 3歳以上児 

大　王　町 

3歳未満児 3歳以上児 
定　　　　　　義 

保 育 料 ( 月 額 )

生活保護法による被保護世帯 
(単給世帯を含む)

市民税非課税世帯 

0円 

 

5,800円 
(0円) 

13,000円 
(12,000円) 

20,500円 

29,300円 

 

35,000円 
 

37,700円 

0円 

 

4,100円 
(0円) 

10,800円 
(9,800円) 

17,600円 

24,600円 

 

27,900円 

 
29,400円 

0円 

 

2,000円 
(0円) 

10,000円 
(9,000円) 

14,500円 

20,000円 

 

23,500円 
 

24,000円 

0円 

 

1,500円 
(0円) 

8,000円 
(7,000円) 

12,000円 

17,500円 

 

19,000円 
 

19,000円 

市民税課税世帯 

064,000円未満 

064,000円以上 

160,000円未満 

160,000円以上 

408,000円未満 

408,000円以上 

第1階層と第4～第7階層を除き、
前年度分の市民税の額の区分が
次の区分に該当する世帯 

第1階層を除き前年分の所得税課
税世帯であって、その所得税の
額の区分が次の区分に該当する
世帯 

※第２、第３階層で一人親世帯や在宅障害児(者)のいる世帯は、( )内の料金となります。
※大王町の料金は、毎年4月1日現在に保護者が大王町に住所を有し引き続き居住する人で、大王町の保育所に入所する場合に限り適用されます。

● 通 常 保 育 料 金 表 ●
表①

● 延長保育料金表 ●
表②

延長保育時間帯 

 
(利用時間に関係なく)

第２階層 
料金月額 

第３階層以上 
料金月額 

７時30分～分8時 

16時30～分17時 

17時30～分18時 

18時～18時30分 

18時30分～19時 

200円 

200円 

300円 

200円 

200円 

2,000円 

1,000円 

1,000円 

1,500円 

1,000円 

1,000円 

5,000円 

大
王
町
以
外 

大 王 町  

●募集期間● 12月１日(水)～15日(水) ※土・日・祝日を除く

●申込方法● 申込用紙は11月中旬から各児童館と

児童福祉課、各支所福祉サービス課でお渡ししま

す(志摩市ホームページからもダウンロードできま

す)。必要書類(勤務先の証明書など)を添えていず

れかに提出してください。

●対　　象● ３歳以上の幼児～小学３年生

●使 用 料● 月額10,000円

(国府児童館３歳児は保育所に準ずる)

◎定員を超えた場合は、抽選になることがありますのであら

かじめご了承ください。

●問い合わせ●児童福祉課(阿児分庁舎内143-8131)

●募集内容●

児 童 館 名

鵜方児童館

神明児童館

国府児童館

電話番号

43-6044

43-3556

47-3250

開 館 時 間

11時～18時

11時～18時

11時～18時
（3歳児は8時～16時）

定員
(人)

45

45

20

児童館入館児童募集
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幼稚園入園児募集
平成17年４月からの幼稚園入園希望者の受

付を行います。

入園願に必要事項を記入のうえ、希望する幼稚

園へ提出してください（入園願は各幼稚園、各支所、

教育委員会事務局と各分室にあります）。

※志摩市ホームページからもダウンロードできます。

11月４日（木）～９日（火）９時～16時（土・日は除く）

８時30分～14時

月額4,500円

※ほかに給食費（月額3,600円）やＰＴＡ会費などが

必要です。

教育委員会が必要と認めた園児は、預かり保育

を利用できます。

◎詳しくは、各幼稚園に問い合わせください。

園　　　名
浜 島 幼 稚 園
迫 塩 分 園
波 切 幼 稚 園
船 越 幼 稚 園
片 田 幼 稚 園
布施田幼稚園
和 具 幼 稚 園
鵜 方 幼 稚 園
神 明 幼 稚 園
国 府 幼 稚 園
磯 部 幼 稚 園

120
20
60
60
30
60
120
240
60
60
120

募集人員 対象満年齢(歳)
４・５
４・５
5
5
5

４・５
４・５
４・５
5

４・５
４・５

電話番号
53-0069
52-1938
72-0566
72-2152
85-2780
85-1819
85-2024
43-0254
43-4520
47-3400
55-0260

町名

浜島

大王

志摩

阿児

磯部

※募集対象児　５歳児(1年保育)
平成11年４月２日～平成12年４月１日生
４歳児(2年保育)
平成12年４月２日～平成13年４月１日生

※磯部幼稚園は預かり保育は実施していません。

申込方法申込方法

募集内容募集内容

募集期間募集期間

保育時間保育時間

預かり保育預かり保育

保育料金保育料金

時　　間
７時30分～８時30分

14時～16時
14時～18時

８時30分～16時
８時30分～18時

月額料金
1,500円
3,000円
6,000円
3,000円
6,000円

日額料金(緊急時のみ)
150円
300円
600円
300円
600円

通年
預かり

夏期
休業

市内幼稚園一覧表

預かり保育料金表

市議会がスタート
～議長に木村氏、副議長に迫間氏

10月13日から19日にかけて、志摩市議場で初

の本会議となる第1回志摩市議会臨時会が開催さ

れました。

初日の13日には、議長と副議長の選挙や常任委

員の選任が行われました。選挙の結果、議長に木

村昇議員(大王町)、副議長には迫間多平議員(阿児

町)が選ばれました。任期は、在任特例期間が終了

する平成17年10月31日までです。

その後、各常任委員会委員の選任と各一部事務

組合議会議員の選出を行いました。

また、会議規則などの制定や条例と暫定予算な

どの専決処分の承認についても審議され、いずれ

も可決されました。

各委員会委員長・副委員長

総務財政常任委員会 委 員 長 岡英史(阿児町)

副委員長 山本功人(志摩町)

教育民生常任委員会 委 員 長 福田和義(志摩町)

副委員長 森　 昶(浜島町)

産業建設常任委員会 委 員 長 畑美津子(磯部町)

副委員長 村瀬博三(阿児町)

議 会 運営委員会 委 員 長 山　達也(大王町)

副委員長 阪本　寛(磯部町)

広 報 特別委員会 委 員 長 大野　昇(浜島町)

副委員長 橋　成(大王町)

副議長 迫間多平議長 木村　昇

※敬称略

委 員 長

副委員長

委 員 長

副委員長

委 員 長

副委員長

委 員 長

副委員長

委 員 長

副委員長
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イベント案内

図書館資料の貸出冊数・期間は・・

図書館資料（図書・雑誌・AV資料）の貸出

冊数や期間は次のとおりです。

図書館資料の貸出冊数・期間は・・

館内にある「利用者登録申込書」に記入し、カ

ウンターへお持ちください。あわせて免許証、

保険証などの証明書を提示してください。新規

発行は無料です。

利用者カードと借りたい資料をカウンターへ

お持ちください。３館それぞれに利用者カード

が違いますので、その館の利用者カードをお持

ちください。

館内のカウンターへ返してください。図書館

が閉まっているときは、ブックポストへお返し

ください（AV資料は破損するおそれがあります

ので、必ずカウンターへお返しください）。

志摩市立図書館の資料は、貸出を受けた館で

なくても、３館（阿児、志摩、磯部）いずれか

に返すことができます。ただし、県立図書館な

ど、他の図書館の資料は、貸出を受けた館へ返

してください。

イベント案内

館　名 と　　　　　　き 内　　　　容 問い合わせ

阿児図書館 11月６日（土）11時～ お話し会 1 ４３-８０００

志摩図書館 11月27日（土）14時30分～ よみきかせかい 1 ８５-７８０１

磯部図書館
11月13日（土）10時～ ちいさな芽 おはなし会

1 ５５-２８８１
11月24日（水）10時～ ぴっころ朗読会

利用者カードを作るには・・利用者カードを作るには・・

郷土資料館からのお知らせ

「志摩市誕生記念企画展ありがとう磯部町 50年の記録」

12月28日（火）まで開催中

磯部町50年の記録を昭和30年代のなつかしい写真と

雑誌、映画のポスターなどでたどります。

古文書学習会

11月20日（土）13時30分～15時

問い合わせは、磯部郷土資料館（1 55-2881）まで

日 月 火 水 木 金 土  

15

22

29

16

23

７ ８ ９  

14

21

28

18

25

19

26

20

11 12 13

27

　 １ ２ ３ ４ ５ ６  

30

17

24

10

● 阿児休館日　▲ 志摩・磯部休館日　

■ ３館休館日

図書館資料を貸りるときは・・図書館資料を借りるときは・・

図書館資料を返すときは・・図書館資料を返すときは・・

区　分 阿 児 志 摩 磯 部 貸出期間

図　書 ５冊まで

３冊まで ５冊まで 15日以内

雑　誌 ３冊まで

AV資料 ３本まで ２本まで ８日以内

磯部

11月のカレンダー

図  書  館  だ  よ  り 図  書  館  だ  よ  り 
図書館利用あれこれ①

～図書館のサービスをご案内します～
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手
を
つ
な
い
で
、
や
さ
し
く
リ
ー
ド

10
月
15
日
、
船
越
老
人
ク
ラ
ブ(

東
楠

次
会
長)

の
会
員
14
人
と
船
越
保
育
所
の

園
児
50
人
が
合
同
避
難
訓
練
を
行
い
ま

し
た
。
海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
立
地
し

て
い
る
船
越
保
育
所
は
、
災
害
時
に
い

ち
早
く
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
守
る
た

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
防
災
対
策
が
と
ら
れ

て
い
ま
す
。
今
年
で
２
回
目
と
な
る
合

同
避
難
訓
練
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
の

連
携
を
深
め
る
目
的
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
地
震
と
津
波
を
想
定
し
て

行
わ
れ
、
防
災
ず
き
ん
を
か
ぶ
っ
た
子

ど
も
た
ち
は
お
じ
い
さ
ん
や
お
ば
あ
さ

ん
た
ち
と
手
を
つ
な
い
で
高
台
の
宮
山

に
避
難
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
緊
張
し
た
面
持
ち
な

が
ら
も
、
顔
見
知
り
の
老
人
の
や
さ
し

い
リ
ー
ド
に
安
心
し
た
様
子
で
ス
ム
ー

ズ
に
避
難
し
て
い
ま
し
た
。

〜
船
越
保
育
所
と
老
人
ク
ラ
ブ
が
避
難
訓
練

災害発生時に備え

準備万全

～宝くじ助成事業で防災資機材を整備

大王町畔名地区自主防災会では、(財)自

治総合センターが宝くじの収益を活用して

コミュニティ活動を支援する「自主防災組

織育成助成事業」により、簡易トイレや緊

急収納ボックスなどの防災資機材を整備し

ました。

昨年、畔名地

区には自主防災

会が結成されて

おり、この防災

資機材の整備に

より地震・津波

などの災害発生

時には、地域の

力としての活躍

が一層期待され

ます。

真珠養殖の発展を祈る

～真珠供養祭

10月22日、真珠母貝の霊を慰め養殖業の

発展を祈る第54回真珠供養祭 (県真珠養殖

連絡協議会主催)が、阿児町神明の円山公園

で行われ、約300人が参列しました。

供養の後、賢島港に会場を移し、神明幼

稚園児の踊りの披露や海女によるアコヤ貝

の放流がありました。その後、ミス伊勢志

摩の３人と関係者が真珠玉を海にまきまし

た。

「
志
摩
半
島
」
な
ど
志
摩
の
ご
当
地

ソ
ン
グ
を
歌
う
演
歌
歌
手
の
鳥
羽
一
郎

さ
ん
が
フ
ァ
ン
と
と
も
に
、
10
月
17
日

に
和
具
漁
港
を
訪
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
フ
ァ
ン
と
地
元
漁
師
と
の

交
流
を
深
め
る
こ
と
で
、
観
光
振
興
に

つ
な
げ
よ
う
と
志
摩
町
観
光
協
会
と
志

摩
の
国
漁
協
和
具
支
所
青
年
部
が
企
画

し
ま
し
た
。

全
国
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
約
２
０
０

人
の
フ
ァ
ン
は
、
手
こ
ね
寿
司
や
イ
セ

エ
ビ
の
み
そ
汁
な
ど
の
郷
土
料
理
を
囲

み
な
が
ら
、
鳥
羽
さ
ん
や
地
元
の
皆
さ

ん
と
の
楽
し
い
ふ
れ
あ
い
の
時
間
を
過

ご
し
て
い
ま
し
た
。

郷
土
料
理
と
人
情
で
志
摩
を
P
R

〜
鳥
羽
一
郎
さ
ん
が
地
元
漁
師
と
交
流

市 内 の で き ご と  
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10
月
15
日
、
志
摩
総
合
ス
ポ
ー
ツ
公
園

多
目
的
広
場
で
第
１
回
志
摩
市
小
学
校
陸

上
記
録
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

市
内
小
学
校
20
校
か
ら
約
５
０
０
人
の

児
童
が
出
場
し
、
男
女
そ
れ
ぞ
れ
７
種
目

で
記
録
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

選
手
た
ち
は
、
チ
ー
ム
メ
イ
ト
や
先
生
、

保
護
者
た
ち
か
ら
の
声
援
を
受
け
、
練
習

の
成
果
を
発
揮
し
て
い
ま
し
た
。

【
男
子
】

１
０
０
C

①
山
口
優(

鵜
方)

13
秒
３
②

出
口
荒
樹(

和
具)

③
山
際
洸
希(

船
越)

１
５
０
０
C

①
山
川
修
平(

成
基)

５
分

33
秒
８
②
田
中
祐
也(

神
明)

③
西
井
瞭
太

(

御
座)

60
C
ハ
ー
ド
ル

①
和
氣
奏
磨

(

波
切)

10
秒
４
②
上
村
昌
寛(

国
府)

③
山

本
駿(

和
具)

走
り
幅
跳
び

①
前
田
直
輝

(

鵜
方)

４
c
09
②
山
　
繁
喜(

浜
島)

③
出

口
元
紀(

和
具)

走
り
高
跳
び

①
濱
屋
悠

河(

浜
島)

１
c
31
②
前
田
昂
大(

鵜
方)

③

倉
谷
修
平(

磯
部)

ボ
ー
ル
投
げ

①
城
山

大
知(

神
明)

58
c
10
②
中
村
昇
平(

迫
塩)

③
北
村
光
平(

船
越)

４
０
０
C
リ
レ
ー

①
和
具
55
秒
８
②
鵜
方
③
波
切

【
女
子
】

１
０
０
C

①
松
本
芽
唯(

磯
部)

15
秒
０

②
中
北
咲
希(
神
明)

③
太
田
衣
織(

和
具)

８
０
０
C

①
林
亜
利
紗(

片
田)

２
分
50

秒
１
②
奥
村
桃
香(
神
明)
③
中
岡
美
侑
子

(

鵜
方)

60
C
ハ
ー
ド
ル

①
片
山
多
希

(

安
乗)

11
秒
１
②
阪
田
雅(

和
具)

③
中
嶋

花
奈(

鵜
方)

走
り
幅
跳
び

①
川

沙
帆

(

鵜
方)

３
c
29
②
出
口
由
梨
亜(

和
具)

③

松
村
日
香
里(

磯
部)

走
り
高
跳
び

①
松

尾
有
歌(

浜
島)

１
c
29
②
片
山
祥
加(

安

乗)

③
柴
原
友
海(

御
座)

ボ
ー
ル
投
げ

①
山
口
奈
々(

神
明)

40
c
37
②
西
岡
明
美

(

和
具)

③
市
場
真
耶(

国
府)

４
０
０
C
リ

レ
ー

①
和
具
60
秒
１
②
片
田
③
磯
部

志
摩
市
に
特
産
物
の
旬
、
到
来

10
月
１
日
か
ら
ト
ラ
フ
グ
漁
と
イ
セ

エ
ビ
漁
が
解
禁
と
な
り
、
い
ず
れ
も
３

日
が
初
出
漁
と
な
り
ま
し
た
。

全
国
有
数
の
フ
グ
産
地
に
成
長
し
た

安
乗
漁
港
で
は
、
未
明
か
ら
約
50
隻
が

伊
勢
湾
や
遠
州
灘
で
底
延
縄
漁
を
行
っ

て
い
ま
す
。

昨
年
度
安
乗
で
の
水
揚
げ
は
、
年
間

約
28

と
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
し
た

が
、
今
年
は
、
１．
３

と
少
な
め
と
な

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
イ
セ
エ
ビ
漁
は
、
古
く
か
ら
志

摩
の
特
産
物
と
し
て
志
摩
町
を
中
心
に
刺

網
漁
に
よ
り
水
揚
げ
さ
れ
て
い
ま
す
。

ト
ン

ト
ン

和
具
漁
港
や
波
切
漁
港
を
は
じ
め
市

内
の
各
漁
港
に
、
約
19

の
イ
セ
エ
ビ

が
水
揚
げ
さ
れ
て
お
り
、
志
摩
市
に
特

産
物
の
旬
が
訪
れ
ま
し
た
。

※
今
年
の
漁
獲
高
は
い
ず
れ
も
10
月
22
日
現
在

ト
ン

〜
ト
ラ
フ
グ
・
イ
セ
エ
ビ
漁
が
本
格
化

10月15日、新穀を伊勢神宮に奉納する神

嘗祭初穂曳
ひ

きが伊勢市で営まれました。

奉祝行事として、徳島県の阿波踊りや沖縄

県のエイサーなど全国の由緒ある踊りの披露

がありました。地元伊勢志摩を代表し、伊勢

えび祭のじゃこっぺ踊りも参加し、伊勢えび

の山車とともに囃子方のきれいな音色とそう

快な踊りで祭りに華を添えました。

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、
選
手
健
闘

〜
第
１
回
志
摩
市
小
学
校
陸
上
記
録
会

日本を代表する祭の競演

～神嘗祭
かんなめさい

でじゃこっぺ踊り披露

市 内 の で き ご と  
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平
成
17
年
度
版
県
民
手
帳
を
販
売

販
売
価
格

ポ
ケ
ッ
ト
版(
14
cm
×
8.5
cm)

４
０
０
円

ビ
ジ
ネ
ス
版(

22
・
５
cm
×
13
cm)

６
５
０
円

主
な
掲
載
内
容

○
行
事
予
定
・
県
内
の
主
な
行
事

○
全
国
か
ら
見
た
三
重
県
の
姿

○
市
町
村
の
面
積
・
人
口
・
世
帯
数

○
県
内
主
要
公
共
機
関
の
紹
介

○
県
内
の
行
楽
地
・
桜
の
名
所
ガ
イ
ド

○
相
談
窓
口
や
パ
ス
ポ
ー
ト
申
請
の
案
内

○
休
日
応
急
診
療
所
一
覧
表

販
売
所

各
支
所
総
務
管
理
課
、各
地
区

連
絡
所

販
売
期
間

11
月
25
日(

木)

〜
12
月
22
日(

水)

※
販
売
期
間
終
了
後
は
取
り
扱
い
し
ま
せ

ん
の
で
、
お
早
め
に
お
求
め
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
企
画
広
報
課
・
統
計
係

1
44
・
０
２
０
５

文
化
の
秋
を
満
喫
し
よ
う

各
町
文
化
協
会
主
催
の
作
品
展
が
市

内
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
会
場
を
訪
れ
て
文

化
の
秋
を
満
喫
し
て
は
い
か
が
で
す
か
。

●
第
27
回
磯
部
町
美
術
展
覧
会

と
　
き
　
11
月
18
日(

木)

〜
21
日(

日)

９
時
〜
18
時(

最
終
日
は
16
時
ま
で)

と
こ
ろ

磯
部
ふ
れ
あ
い
公
園
・
総
合

体
育
館

内
　
容

絵
画
、
書
、
俳
句
、
短
歌
、

写
真
、
陶
芸
、
彫
刻
、
手
芸
な
ど
の
展
示

問
い
合
わ
せ
　
磯
部
公
民
館

1
55
・
０
２
４
６

●
第
３
回
志
摩
町
文
化
祭

と
　
き
　
11
月
19
日(

金)

〜
21
日(

日)

９
時
〜
20
時(

最
終
日
は
19
時
ま
で)

と
こ
ろ

志
摩
文
化
会
館

内
　
容

美
術
部
や
生
活
文
化
部
に
よ

る
作
品
展
示
、
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど

問
い
合
わ
せ
　
教
育
委
員
会
・
生
涯
学

習
課

1
85
・
２
２
２
２

地
籍
調
査
の
一
部
が
完
了
し
ま
し
た

平
成
14
年
度
調
査
区
の
阿
児
町
甲
賀

字
大
石
の
一
部
は
、
８
月
に
地
籍
調
査

成
果
の
登
記
が
完
了
し
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
　
建
設
監
理
課
・
地
籍
調

査
係

1
72
・
４
３
１
０

印
鑑
登
録
証
の
交
換
は
お
早
め
に

志
摩
市
発
足
に
伴
い
、
印
鑑
登
録
証

が
新
し
く
な
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、す
で
に
印
鑑
登
録
を
し
て
い

る
人
は
、
次
に
よ
り
交
換
し
て
く
だ
さ
い
。

交
換
期
限

平
成
18
年
９
月
30
日

交
換
場
所

市
民
課
、各
支
所
住
民
サ
ー

ビ
ス
課

交
換
方
法

旧
町
の
印
鑑
登
録
証
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。代
理
人
で
も
で
き
ま
す
。

※
交
換
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
印
鑑
登
録
が
廃

止
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
市
民
課

1
55
・
０
０
６
３

２
０
０
４
伊
勢
志
摩
真
珠
フ
ェ
ア

志
摩
の
特
産
で
あ
る
真
珠
の
Ｐ
Ｒ
と

地
域
の
活
性
化
を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

と
　
き

11
月
22
日(

月)

10
時
〜
17
時

11
月
23
日(

祝)

９
時
〜
16
時

と
こ
ろ

阿
児
町
商
工
会
館

内
　
容

本
真
珠
を
使
っ
た
匁(

重
量)

当

て
ゲ
ー
ム
、真
珠
展
示
即
売
、
餅
ま
き
な
ど

問
い
合
わ
せ
　
伊
勢
志
摩
真
珠
フ
ェ
ア

実
行
委
員
会

1
46
・
０
５
４
６

仕
事
を
探
し
て
い
る
人
へ

再
就
職
の
促
進
と
企
業
に
必
要
な
人

材
確
保
の
た
め
に
志
摩
地
域
商
工
会
協

議
会
と
三
重
県
南
部
地
域
雇
用
促
進
協

議
会
と
の
共
催
で
、
志
摩
地
域
合
同
就

職
面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。

と
　
き

12
月
２
日(

木)

13
時
〜
15
時

と
こ
ろ

阿
児
町
商
工
会
館

内
　
容

○
志
摩
市
内
で
就
業
す
る
従

業
員
を
募
集
し
て
い
る
企
業
の
個
別
面

談
○
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
職
員
に
よ
る
職
業

相
談
や
情
報
提
供

持
ち
物

履
歴
書

主
催
・
問
い
合
わ
せ
　
伊
勢
公
共
職
業

安
定
所

1(

０
５
９
６)

27
・
８
６
０
９

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に

加
入
し
ま
し
ょ
う

こ
の
保
険
は
ス
ポ
ー
ツ
だ
け
で
な
く

文
化
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
地
域
活
動
な

ど
を
行
う
団
体
構
成
員
が
安
心
し
て
活

動
で
き
る
よ
う
に
作
ら
れ
た
保
険
で
す
。

万
一
の
場
合
に
備
え
て
ぜ
ひ
加
入
し

ま
し
ょ
う
。

対
　
象

５
人
以
上
の
ア
マ
チ
ュ
ア
の

団
体
や
グ
ル
ー
プ(

被
保
険
者
は
個
人)

対
象
と
な
る
事
故

活
動
中
と
そ
の
た

め
の
往
復
途
上
の
事
故

保
険
期
間

加
入
日
の
翌
日
〜
平
成
17

年
３
月
31
日

※
申
込
書
は
、生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課(

志
摩
分

庁
舎)

と
教
育
委
員
会
各
分
室
に
あ
り

ま
す
。

問
い
合
わ
せ

(

財)

ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会

三
重
県
支
部1(

０
５
９
３)

72
・
８
１
０
０

お
知
ら
せ
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献
血
に
ご
協
力
を
！

と
　
き

11
月
26
日(

金)

10
時
30
分
〜
12

時
30
分
・
13
時
30
分
〜
16
時

と
こ
ろ

浜
島
分
庁
舎

お
願
い

献
血
の
安
全
性
を
高
め
る
た

め
、
受
付
時
に
本
人
を
証
明
で
き
る
も
の

(

運
転
免
許
証
・
パ
ス
ポ
ー
ト
・
健
康
保
険

証)

の
提
示
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
浜
島
保
健
セ
ン
タ
ー

1
53
・
１
４
６
５

11
月
は
賃
金
不
払
残
業
解
消

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
月
間

●
全
国
一
斉
無
料
相
談

9
０
１
２
０
・
８
９
７
・
９
３
３

と
　
き

11
月
23
日(

火)

９
時
〜
17
時

内
　
容

労
使
と
関
係
者
の
相
談

●
現
代
労
働
問
題
管
理
セ
ミ
ナ
ー

と
　
き

11
月
12
日(

金)

13
時
30
分
〜
16

時
30
分

と
こ
ろ

県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

テ
ー
マ

賃
金
不
払
残
業
や
過
重
労
働
、

派
遣
労
働
な
ど
現
代
の
重
要
な
労
働
問
題

問
い
合
わ
せ
　
三
重
労
働
局
監
督
課

1(

０
５
９)

２
２
６
・
２
１
０
６

恩
給
欠
格
者
・
引
揚
者
の
人
へ

旧
軍
人
な
ど
で
恩
給
な
ど
を
受
け
て
い

な
い
恩
給
欠
格
者
の
人(

該
当
者
の
遺
族
を

含
む)

や
終
戦
に
伴
い
本
邦
以
外
の
地
域
か

ら
引
き
揚
げ
て
来
た
人
に
、
内
閣
総
理
大

臣
名
の
書
状
な
ど
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

請
求
期
限
は
平
成
17
年
３
月
31
日
で
、

請
求
書
類
は
福
祉
事
務
所
内
地
域
福
祉

課
の
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

※
す
で
に
請
求
し
た
人
は
、
再
度
請
求

す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
　
独
立
行
政
法
人
平
和
祈

念
事
業
特
別
基
金

9
０
１
２
０
・
２
３
４
・
９
３
３

URLh
ttp
://w
w
w
.h
eiw
a.g
o
.jp
/

こ
う
な
り
ま
す
！
預
金
保
険
制
度

現
行
の
預
金
保
険
法
の
規
定
に
よ
り
、

平
成
17
年
３
月
末
ま
で
は
当
座
・
普
通
・
別
段

預
金
の
全
額
が
保
護
さ
れ
ま
す
が
、
４
月
か

ら
は
、「
無
利
息
・
要
求
払
い
・
決
裁
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
で
き
る
こ
と
」
と
い
う
３
条
件
を
備

え
た
決
済
用
預
金
が
全
額
保
護
さ
れ
、
そ
の

他
の
預
金
保
険
対
象
預
金(
利
息
の
つ
く
普

通
預
金
や
定
期
預
金
な
ど)

は
１
千
万
円
ま

で
の
元
本
と
そ
の
利
息
が
保
護
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

東
海
財
務
局
津
財
務
事

務
所

1(

０
５
９)

２
２
５
・
７
２
２
１

税
金
展
へ
お
越
し
く
だ
さ
い

小
中
学
生
の
習
字
や
作
文
、
新
聞
な
ど

の
「
税
の
作
品
」
の
展
示
や
無
料
税
務
相
談
、

税
金
ク
イ
ズ
な
ど
内
容
は
盛
り
だ
く
さ
ん
で

す
。税
金
展
で
税
を
身
近
に
感
じ
ま
し
ょ
う
。

と
　
き

11
月
12
日(

金)

〜
13
日(

土)

10
時
〜
17
時(

13
日
は
16
時
ま
で)

と
こ
ろ

イ
オ
ン
ラ
ラ
パ
ー
ク
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー(

１
階)

テ
ー
マ

「
暮
ら
し
を
支
え
る
税
」

問
い
合
わ
せ
　
伊
勢
税
務
署
・
総
務
課

1(

０
５
９
６)

28
・
３
１
９
１

未
来
に
残
そ
う
青
い
海

青
い
海
は
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
へ

の
か
け
が
え
の
な
い
財
産
で
す
。『
未
来
に
残

そ
う
青
い
海
』
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
各
種
海
洋

環
境
保
全
思
想
普
及
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
力
で
青
い
海
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

○
海
洋
環
境
保
全
推
進
週
間

11
月
１
日(

月)

〜
７
日(

日)

○
海
洋
環
境
事
犯
一
斉
取
り
締
ま
り

11
月
８
日(

月)

〜
17
日(

水)

問
い
合
わ
せ

海
上
保
安
庁
・
鳥
羽
海

上
保
安
部

1(

０
５
９
９)

25
・
０
１
１
８

病
院
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す

「
地
域
に
開
か
れ
た
病
院
」
を
目
指

し
て
、
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ

の
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
第
５
回
病
院

ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。

と
　
き

11
月
21
日(

日)

９
時
30
分
〜
15
時

と
こ
ろ

県
立
志
摩
病
院

テ
ー
マ
「
高
齢
者
の
健
康
〜
転
ば
ぬ
先

の
少
し
の
運
動
」

内
　
容

講
演
会
「
高
齢
者
の
健
康
講

座
」(

10
時
30
分
、
13
時
30
分)

、
ミ
ニ
コ

ン
サ
ー
ト
、
ミ
ニ
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
院
内

見
学
ツ
ア
ー
、
病
院
食
の
試
食
と
展
示
、

ス
ト
ー
ン
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
体
験
、
道

化
師
シ
ョ
ー
な
ど

問
い
合
わ
せ

病
院
ま
つ
り
実
行
委
員
会

1
43
・
０
５
０
１

次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画

中
間
ま
と
め
に
対
す
る
意
見

市
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に

生
ま
れ
育
つ
環
境
の
整
備
を
図
る
た
め
、

「
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
」
を
今
年

度
中
に
策
定
し
ま
す
。
こ
の
ほ
ど
、
中

間
ま
と
め
を
作
成
し
ま
し
た
の
で
、
皆

さ
ん
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間

11
月
１
日(

月)

〜
19
日(

金)

冊
子
配
布
場
所

児
童
福
祉
課
、
各
支

所
福
祉
サ
ー
ビ
ス
課
、
地
区
連
絡
所
、

公
民
館
、
図
書
館
、
保
育
所
、
幼
稚
園
、

募
　
集
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児
童
館
、
保
健
セ
ン
タ
ー

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
冊
子
デ
ー
タ
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

提
出
方
法

児
童
福
祉
課
へ
直
接
ま
た

は
フ
ァ
ク
ス(

43
・
４
４
６
１)

、
メ
ー
ル

(jid
o
fu
k
u
sh
i@
c
ity
.sh
im
a
.m
ie
.jp
)

な
ど
で
ご
提
出
い
た
だ
く
か
、
各
支
所

福
祉
サ
ー
ビ
ス
課
、
連
絡
所
へ
直
接
ご

提
出
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

児
童
福
祉
課(

阿
児
分
庁

舎
内)
1
43
・
８
１
３
１

９
・
29
豪
雨
災
害
被
災
者
義
援
金

９
月
29
日
の
記
録
的
な
豪
雨
の
被
災

者
へ
の
義
援
金
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

各
支
所
の
窓
口
に
11
月
26
日(

金)

ま
で
募

金
箱
を
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
福
祉
事
務
所
・
地
域
福

祉
課

1
43
・
８
１
２
９

第
16
回
海
浜
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会

in
S
h
im
a

参
加
者

志
摩
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
を
発
着

し
、
太
平
洋
沿
岸
を
走
る
景
観
美
あ
ふ

れ
る
海
浜
コ
ー
ス
で
す
。
健
康
増
進
や
、

親
と
子
の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
深
め
る
た

め
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
　
き

12
月
５
日(

日)

10
時
〜

(

受
付
８
時
45
分
・
開
会
式
９
時
15
分)

と
こ
ろ

志
摩
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

コ
ー
ス

ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
ー
ス
、
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
コ
ー
ス
い
ず
れ
も
４
・
０
㎞
と
２
・
０
㎞

申
込
期
限

11
月
26
日(

金)

17
時

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

志
摩
Ｂ
＆
Ｇ

海
洋
セ
ン
タ
ー

1
85
・
１
１
２
３

平
成
17
年
度
採
用
消
防
吏
員

採
用
予
定
人
員
　
１
人

受
験
資
格

昭
和
53
年
４
月
２
日
か
ら

昭
和
62
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

人
で
、
次
に
該
当
す
る
人

①
採
用
後
、
志
摩
広
域
消
防
組
合
管
内

に
居
住
し
得
る
人

②
学
校
教
育
法
に
よ
る
高
等
学
校
卒
業
と

同
等
以
上
の
学
力
を
有
す
る
人(

平
成

17
年
３
月
卒
業
見
込
み
の
人
を
含
む)

③
日
本
国
籍
を
有
す
る
人

④
地
方
公
務
員
法
第
16
条(

欠
格
事
項)

に

該
当
し
な
い
人

募
集
期
間

11
月
１
日(

月)
〜
25
日(

木)

試
験
日
程

第
１
次
試
験
　
12
月
12
日(
日)

※
第
１
次
試
験
会
場
や
第
２
次
試
験
日

程
な
ど
は
該
当
者
に
別
途
通
知

問
い
合
わ
せ

志
摩
広
域
消
防
組
合
・

消
防
本
部
総
務
課

1
43
・
１
４
１
８

三
重
県
医
師
修
学
資
金
等
貸
与
者

へ
き
地
医
療
や
小
児
医
療
、
産
婦
人

科
な
ど
に
携
わ
る
意
思
の
あ
る
医
学
生
・

大
学
生
・
臨
床
研
修
医
・
専
門
研
修
医
を

対
象
に
修
学
資
金
な
ど
を
貸
与
し
ま
す
。

ま
た
、
へ
き
地
医
療
機
関
な
ど
に
転

任
す
る
医
師
に
も
研
究
資
金
を
貸
与
し

ま
す
。
な
お
、
一
定
期
間
、
県
内
指
定
医

療
機
関
な
ど
で
勤
務
す
る
と
返
還
が
免

除
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
県
健
康
福
祉
部
・
医
療
政

策
室

1(

０
５
９)

２
２
４
・
３
３
７
０

中
卒
自
衛
隊
生
徒

受
験
資
格

中
卒(

見
込
含)

、17
歳
未
満

の
男
子

募
集
期
限

平
成
17
年
１
月
11
日(

火)

試
験
日
程
　
１
次
　
１
月
15
日(

土)

２
次
　
１
月
28
日(

金)

〜
31
日(

月)

合
格
発
表
　
１
次
　
１
月
24
日(

月)

最
終
　
２
月
22
日(

火)

問
い
合
わ
せ
　
自
衛
隊
三
重
地
方
連
絡

所
伊
勢
募
集
事
務
所

1(

０
５
９
６)

23
・
３
８
８
０

※
す
べ
て
相
談
は
無
料
、秘
密
厳
守
で
す
。

交
通
事
故
無
料
相
談

公
正
中
立
な
立
場
で
専
門
の
相
談
員

が
、
交
通
事
故
に
関
す
る
相
談
に
あ
た

り
ま
す
。

●
電
話
相
談

と
　
き
　
月
〜
金
曜
日(

祝
祭
日
除
く)

９
時
〜
12
時
・
13
時
〜
17
時

※
面
談
も
可

●
弁
護
士
相
談

と
　
き

木
曜
日(

祝
祭
日
除
く)

13
時
〜
16
時

※
要
予
約
・
要
面
談

相
談
内
容

自
賠
責
や
任
意
自
動
車
保

険
の
損
害
賠
償
額
、
保
険
金
の
請
求
手

続
き
、
損
害
賠
償
に
関
す
る
被
害
者
･

加
害
者
の
示
談
方
法
、
過
失
割
合
や
治

療
費
の
基
礎
的
知
識
や
実
務
上
の
取
り

扱
い
な
ど

問
い
合
わ
せ
　

(

社)

日
本
損
害
保
険
協
会

四
日
市
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー

1(

０
５
９
３)

53
・
５
９
４
６

志
摩
職
業
相
談

と
　
き

平
日(

９
時
〜
12
時
・
13
時
〜
16
時)

と
こ
ろ

県
志
摩
庁
舎
１
階

内
　
容

○
職
業
相
談
・
職
業
紹
介

○
求
人
受
理
・
情
報
提
供

問
い
合
わ
せ
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
志
摩
職

業
相
談
室

1
46
・
０
９
８
６

相
　
談
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24時間「健康情報」テレホンサービス 
  11月  9０１２０・１４１１５４ 
【月曜日】インフルエンザの予防と治療 
【火曜日】通風 
【水曜日】子宮筋腫 
【木曜日】母子感染するむし歯と歯周病 
【金・土・日曜日】健診･検診後の正しい対応 

ちび
っ子のかわいい写真を
お待ちしています！

ちび
っ子のかわいい写真を
お待ちしています！

　「広報しま」では満１歳になる子どもの写真
を募集しています。写真に住所・名前・電話番号・

生年月日・30字程度のコメントを添えて、誕生

日までに企画広報課までお寄せください。デジ

タル画像はメールでお送りいただいても結構です。 

あて先：〒517-0592志摩市役所企画広報課 
メールアドレス   kikakukoho@city.shima.mie.jp

ご利用ください！ 
市役所窓口時間延長サービス 

ご利用ください！ 
市役所窓口時間延長サービス 

ご利用ください！ 
市役所窓口時間延長サービス 
　各種証明書の交付事務を対象に、窓口時
間を延長しています。 
 ●時間は  ８時～18時 
 ●サービスの内容は  
戸籍の全部事項証明書・個人事項証明書、
住民票の写し、印鑑証明書など 

 

市民課・各支所 

 
市県民税、固定資産税の課税証明書、所得
証明書、土地などの資産証明書、納税証明
書など 

 

課税課・各支所 

※通常業務の取り扱い時間は、８時30分か

　ら17時15分です。 

志
摩
児
童
相
談

子
ど
も
の
し
つ
け
や
性
格
、
集
団
適
応

に
関
す
る
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

と
　
き

11
月
19
日(

金)

10
時
〜
16
時

と
こ
ろ

志
摩
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン

タ
ー(
神
明
長
沢)

問
い
合
わ
せ
　
南
勢
志
摩
児
童
相
談
所

1(
０
５
９
６)

27
・
５
１
４
３

子
育
て
相
談

子
育
て
に
つ
い
て
の
相
談
、
情
報
提
供

を
行
っ
て
い
ま
す
。同
時
に
、お
も
ち
ゃ
作

り
や
絵
本
と
の
ふ
れ
あ
い
も
あ
り
ま
す
。

と
　
き

11
月
２
日(

火)

・
９
日(

火)

・

16
日(

火)

・
30
日(

火)

９
時
30
分
〜
15
時

と
こ
ろ

阿
児
ア
リ
ー
ナ
・
控
室
１

問
い
合
わ
せ
　
子
育
て
支
援
室

1
43
・
９
９
０
０

年
金
事
務
相
談

と
　
き

11
月
10
日(

水)

10
時
〜
12
時
・

13
時
〜
15
時

と
こ
ろ

阿
児
町
商
工
会
館

持
ち
物

◎
基
礎
年
金
番
号
通
知
書
◎

年
金
手
帳
◎
年
金
を
も
ら
っ
て
い
る
人
は

年
金
証
書
◆
雇
用
保
険
被
保
険
者
証
◆
印

鑑
◆
そ
の
他
参
考
に
な
る
も
の

（
◎
印
は
、
配
偶
者
の
分
も
持
参
）

問
い
合
わ
せ
　
伊
勢
社
会
保
険
事
務
所

1(

０
５
９
６)

27
・
３
６
０
０

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

専
門
医
や
保
健
師
に
よ
る
こ
こ
ろ
の
健

康
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

と
　
き

11
月
25
日(

木)

13
時
〜
15
時

と
こ
ろ

県
伊
勢
庁
舎
　
※
要
予
約

問
い
合
わ
せ
　
南
勢
志
摩
県
民
局
・
保

健
福
祉
部

1(

０
５
９
６)

27
・
５
１
３
９

無
料
登
記
相
談

と
　
き

毎
月
第
２
・
第
４
火
曜
日

13
時
〜
16
時

内
　
容

相
続
・
贈
与
・
売
買
な
ど
の
不

動
産
登
記
全
般
、建
物
新
築
・
増
築
や
取
り

壊
し
の
表
示
登
記
、分
筆
、隣
地
境
界
な
ど

問
い
合
わ
せ
　
三
重
県
土
地
家
屋
調
査

士
会

1(

０
５
９)
２
２
７
・
３
６
１
６
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秋花壇のテーマは、オリンピックにちなんで 
「ガンバレ！ニッポン！ガンバレ！片田っ子！」 

がっこう訪問①～片田小学校 

キン
コンカンコン　時間ですよキン
コンカンコン　時間ですよ

ＦＢＣで大賞に輝く！花いっぱい、愛情いっぱいのきれいな学校 
  全校生徒161人の片田小学校は、平成13年度からＦＢＣ(フラワーブラボーコンクール)に参加し、先生の
指導のもと環境委員（14人）と今年は４年生（31人）が中心となって、土おこしから花の種まきや施肥、草引き、
水やり、枯れた花の摘み取りなど精一杯世話をしています。今年は、数多い台風や大雨、夏季の高温など
で管理に例年以上苦労したとのことです。また、同校は海に近いため潮風をまともに受けるので花を育て
る環境にはあまり適していないとのことですが、愛情を込めて育てた結果、ＦＢＣ平成16年度秋花壇中央
審査で最優秀賞の大賞に輝きました。 
　育てた苗を地域の花壇に植えたり、地元の郵便局をはじめ幼稚園や保育所、近隣の小中学校などへも配
布して地域社会の環境美化にも貢献しています。また、年に２回地元の独居老人を訪問し、花をプレゼン
トするなどお年寄りとの交流も行っています。現在は、パンジーなどの種まきも終え、早くも春花壇の準備
に取りかかっているとのことです。 
 

花を育てることは、 
豊かな情操教育にも一役 

　廊下を歩けば「こんにちは！」と元気な
あいさつが響きます。「片田小の児童は気
持ちいいあいさつができると、地元の人か
らも良くほめられます。また、何をするに
もてきぱきと行動し、助け合う気持ちも持
っているので気持ちがいいです」と語るの
は大矢隆夫校長。植物を育てることから、
人への思いやりや礼儀なども自然に身につ
いてきているのかもしれません。 

 
片田小学校 4年生担任　山本　精樹 先 生 
 

プロフィール　５年前に片田小へ。２年 
前に転任された教頭先生の後を継いで 
花壇の管理をしています。陸上の早朝 
練習も指導する熱血先生です。 
 

●片田小の子どもたちの印象は？ 
みんな落ち着いていて、がんばり 
やさんの多い学校です。 
●先生は子どものころ、どんな生徒でしたか？ 
体育と算数が好きな、マイペースであまりしゃべ
らない子どもでした。 
●これからの子どもたちに望むこと。 
陸上も指導していますが、小学生でいい成績を出
す子どもはたくさんいます。中学校に行っても何
らかの形で続けてほしいですね。 
●先生のモットーは？ 
良いと思ったことは、続けることです。 

先生の横顔 

生徒の声 

草むしりや審査前のつぼみ 

取りは大変だったけどいい 

結果で良かったです。結果 

を聞いたときはびっくりしました！先生が

台風や大雨のとき体育館に花を避難させた

り、花壇に覆いをかけたりと花を大事にし

てくれたおかげです。これからも花を育て

て学校をきれいにしていきたいです。 

環境委員会 会長 

川口貴也くん(６年) 
 

志摩市の人口 
総　数　61，796人 
　男　　29，120人 
　女　　32，676人 
世帯数   21,909世帯 
平成16年10月1日現在 

空き時間を利用して、校内の 
イスや一輪車置き場などの備 
品を手作りしています。この 
間、そのお礼にと児童会から 
表彰状をいただきました。何 
年ぶりの表彰状に感激しまし 
た。（大矢隆夫校長） 
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保存版　志摩市役所ダイヤルイン番号案内  保存版　志摩市役所ダイヤルイン番号案内  保存版　志摩市役所ダイヤルイン番号案内  

監査委員事務局

農業委員会事務局



教育委員会

浜 島 支 所

大 王 支 所

志 摩 支 所

阿 児 支 所

磯 部 支 所

教育委員会

分室

清掃センター

保健センター

水道事務所

図　書　館

生涯スポーツ課

人権教育課

生涯学習課

総務管理課

住民サービス課

福祉サービス課

地域振興課

総務管理課

住民サービス課

福祉サービス課

地域振興課

総務管理課

住民サービス課

福祉サービス課

地域振興課

総務管理課

住民サービス課

地域振興課

総務管理課

福祉サービス課

地域振興課

教育委員会浜島分室

教育委員会大王分室

教育委員会阿児分室

教育委員会磯部分室

エコフレンドリーはまじま

大王清掃センター

志摩清掃センター

阿児清掃センター

磯部清掃センター

浜島保健センター

大王保健センター

志摩保健センター

磯部保健センター

浜島水道事務所

和具水道事務所

志摩図書館

阿児ライブラリー

磯部図書館

ともやま公園事務所

磯部ふれあい公園

磯部公民館

浜島B＆G海洋センター

志摩B＆G海洋センター

生涯スポーツ、体育施設の管理・運営

人権教育、教育集会所の管理・運営

生涯学習、公民館、青少年育成、

文化財、家庭教育、子育て支援

庶務、収納

戸籍、住民・印鑑登録、年金、税務

福祉、国民健康健康保険、介護保険

建設、上下水道

庶務、収納

戸籍、住民・印鑑登録、年金、税務

福祉、国民健康健康保険、介護保険

農林水産、商工観光、上下水道

庶務、収納

戸籍、住民・印鑑登録、年金、税務

福祉、国民健康健康保険、介護保険

建設、農林水産、商工観光、上下水道

庶務

戸籍、住民・印鑑登録、年金

建設、農林水産、商工観光、上下水道

庶務、収納

福祉、国民健康健康保険、介護保険

建設、農林水産、商工観光

ごみ収集・処理、清掃施設の管

理・運営

健康づくり・相談、母子保健、

乳幼児健診

上水道窓口業務、施設管理

図書館、資料館

図書館、郷土資料館

志摩分庁舎

志摩文化会館

浜島分庁舎

大王分庁舎

志摩分庁舎

阿児分庁舎

磯部分庁舎

浜島生涯学習センター

大王中央公民館

阿児アリーナ

磯部分庁舎

大王健康管理センター

磯部健康福祉センター

志摩文化会館

８５－５４６１

８５－１１１０

８５－２２２２

５３－１１１１

５３－３０００

５３－３００１

５３－３００２

７２－０２５５

７２－４３００

７２－４３０２

７２－４３０４

８５－１１１１

８５－１１１２

８５－１１１３

８５－１１１４

４３－０７１１

４３－０７１２

４３－０７１３

５５－００２６

５５－００６５

５５－００９１

５３－１５１１

７２－２４６８

４３－７０００

５５－０１４２

５３－１４１０

７２－３７１８

８５－０９８３

４３－３７１４

５５－１１６７

５３－１４６５

７２－５９６３

８５－２１５７

５５－４０１１

５３－０３０１

８５－１３２４

８５－２２２２

４３－８０００

５５－２８８１

７２－４６３６

５５－３３４５

５５－０２４６

５３－２６３６

８５－１１２３

部 課 主　な　業　務 場　　所電話番号
【市街局番：0599】

※志摩市役所の各課への電話は、上記へ直接おかけください。

※どこにかけたらいいか迷うときは、市役所代表番号（1４４－０００１）へおかけください。


